
象
編
」の
6
点
の
陶

版
画
を
「
8
号
館
」

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

■
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス

「
黎
明
館
」
に
江

戸
時
代
の
画
家
・

司
馬
江
漢
が
描
い

た
星
座
図
で
あ
る

「
天
球
図
」
の
陶
板
画
を
、
付
属
平
安
中
高
のcafé

に
は
、「
第
三
仏
教
中
学（
現
龍
谷
大
学
付
属
平
安
高
等

学
校
・
中
学
校
）本
館
」（一九
〇
九
年
建
設
）の
校
舎
写

真
の
陶
板
画
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

■
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

「
慧
光
館
」の
外
壁
に
は
、「
混
一
疆
理
歴
代
国
都
之

図
」
の
陶
板
画
を
寄
贈
し
ま
し
た
。「
混
一
疆
理
歴
代

国
都
之
図
」は
明
の
建
文
4（
一
四
〇
二
）年
、
李
氏
朝
鮮

で
作
成
さ
れ
た
現
存
最
古
の
世
界
地
図
で
す
。

寄
贈
し
た
す
べ
て
の
陶
板
は
、
龍
谷
大
学
が
所
蔵

す
る
貴
重
な
書
籍
や
資
料
を
基
に
し
ま
し
た
。学
生

の
皆
さ
ん
が
、
龍
谷
大
学
が
所
蔵
し
て
い
る
貴
重
図

書
の
存
在
を
知
り
、
自
校
の
歴
史
を
よ
り
理
解
す
る

こ
と
で
、帰
属
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、卒
業
生

を
は
じ
め
一
般
の
方
に
も
龍
谷
大
学
の
魅
力
を
広
く

発
信
す
る
場
と
し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　各
陶
板
画
の
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

「
龍
谷
福
祉
の
会
」主
催
龍
谷
大
学
心
の
講
座

﹁
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
か
ら
始
ま
る
第
２
の
人
生
﹂

■
講
師
：
宮
津
航
一
氏
■
開
催
日
：
26
年
1
月
11
日（
日
）  

■
会
場
：
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

慧
光
館
1
階

101
教
室　
　

  
※
詳
細
は
こ
ち
ら　

　

〔校友総数　225,000名〕
2025（令和 7）年9月30日

第101号
発行＝龍谷大学校友会
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京都市伏見区深草塚本町 67

龍　谷　大　学　内
校友会事務局

TEL075-645-2015   FAX075-645-2017

※
題
字=

星
野
元
豊
・
第
9
代
学
長
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◎
校
友
会
賞
︑校
友
総
会
︑校
友
会
新
理
事

紹
介

2
面

◎
安
藤
学
長
︑
赤
松
会
長
対
談

3
面

◎
特
集
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
施
設
紹
介

4
、5
面

◎
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
み
ん
な
の
ニ
ュ
ー
ス

6
面

◎
支
部
周
年
事
業
︑
コ
ラ
ム
︑
仏
教
パ
ズ
ル

7
面

◎
仏
教
に
学
ぶ
︑
校
友
の
お
店

8
面

仏教で“夢”が最初に説かれるのは、仏母摩耶夫
人がみた釈尊誕生にまつわる 「托胎霊夢」 の物語
です。
誰もがみたことのある“夢”は、仏教の世界観の
なかで如何に扱われてきたのでしょうか。本展では、

「夢と霊験譚」「仏教経典に説かれる夢」「玄奘三
蔵はじめ東アジアの高僧らがみた夢」「儀礼と夢」

「夢と聖地」 について紐解きます。
◆会　期：2025年9月20日（土）～11月24日（月・祝）
◆休館日：月曜日（ただし、10月13日（月）、11月3日（月）、11月24日（月）は開館）
　10月14日（火）、11月4日（火）
◆開館時間：10：00～17：00　※最終入館受付は閉館30分前まで
◆入館料：一般 1,600円
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム
　　　　TEL 075-351-2500
　　　　https://museum/ryukoku.ac.jp龍谷ミュージアム

無料ご優待券
期日：2025年11月24日（月・祝）まで
（同伴者1名を含め
無料でご入館いただけます）

龍谷ミュージアム
秋季特別展「仏教と夢」

Ryukoku Univ. Alum
ni New

s No.101

■
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
所
蔵
す
る
貴
重
書
の
中

で
も
、
理
系
の
学
部
展
開
を
す
る
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

関
連
し
た
科
学
に
関
す
る
、「
解
体
新
書
」「
算
用
記
」

「
須
弥
山
儀
」「
舎
密
開
宗
」「
本
草
摘
要
講
義
」「
仏
国
暦

3キャンパスへ校友会、各学部同窓会が陶板画を寄贈
龍谷大学は創立 400周年を迎える 2039年度に向け、「龍谷大学基本構想 400」を掲げ大規模施設整備が進んでいます。
各キャンパスの新校舎竣工などに伴い、その記念として龍谷大学校友会・各学部同窓会が陶板画 9点を寄贈しました。

瀬田キャンパス「8号館」深草キャンパス「慧光館」

2
月
23
日
、
深
草
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
龍
谷
大
学
校
友
会

福
祉
支
部「
龍
谷
福
祉
の
会
」

が
100
名
を
超
え
る
方
々
の
ご

参
加
の
も
と
、
設
立
総
会
・

記
念
講
演
・
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
で
は
、
会
則
や

事
業
計
画
、予
算
が
承

認
さ
れ
、
寺
田
崇
雄
支

部
長（
89
年
文
卒
）の

も
と
、副
支
部
長
、理

事
、監
事
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
当

支
部
副
支
部
長
に
就

任
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ケ
ア
協
会
の
宮
本
啓

子
理
事
長
（
68
年
短

卒
）か
ら
、「
ひ
と
り
ひ

と
り
の
命
が
輝
く
た
め

に
」
と
題
し
て
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
祉
支
部
で
は
、歴

史
あ
る
龍
大
福
祉
の
「
摂
取

不
捨
」
の
心
を
大
切
に
、
保

育
・
福
祉
・
介
護
に
携
わ
る

卒
業
生
の
つ
な
が
り
を
さ
ら

に
広
げ
、
会
員
相
互
の
交
流

と
学
び
、
在
学
生
の
み
な
さ

ん
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

龍
谷
大
学
校
友
会
福
祉
支
部

「
龍
谷
福
祉
の
会
」
設
立

2025年度ホームカミングデー
学生模擬店チケット1,000円分を卒業生、同伴者全員に進呈

      ◆瀬田キャンパス：10月25日（土）　　　  　◆深草キャンパス：11月2日（日）
　　　受付　　　　　　10:00～15:30　　　　　　　受付　　　　　　 9:30～13:30
　　　模擬店開店時間　10:30～16:00　　　　　　　模擬店開店時間　10:00～14:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      龍谷賞贈呈式　　11:00～11:30（顕真舘）
　　　                                                      　　　 
　　※詳細は同封の“ホームカミングデー”のチラシをご参照ください。

付属平安中高caféでの除幕式大宮キャンパス「黎明館」

第10回ビジネスミーティングのご案内
■日時：11月2日（日）13:30開始（予定）
■場所：深草学舎
■内容：講演会、交流会、懇親会
　※詳細、申込は追ってホームページで
　　公開いたします。
　　　　   経済学部同窓会ＨＰ ☞

経済学部同窓会
今年は変化進化した深草学舎に集まろう
■日時：11月15日（土）13:30開始（予定）
■場所：深草学舎
■内容：キャンパスツアー、懇親交流会
　※詳細、申込はホームページ等でご案内
　　しています。
　　　　    法学部同窓会ＨＰ ☞

法学部同窓会

入
会
な
ど
の
お

問
い
合
わ
せ
は

こ
ち
ら
へ
お
願

い
し
ま
す
︒



　　小熊　龍さん（先端理工学研究科 1 回生）
　　金子　麗奈さん（文学部 4 回生）　
　　小林　優花さん（経営学部 2 回生）
　　西　大輝さん（政策学部 4 回生）
　　中出　すみれさん（法学部 3 回生）
　　前田　悠登さん（経営学部 3 回生）　
　　矢口　愛利菜さん（短期大学部 1 回生）

　　龍谷大学学友会体育局バドミントン部（女子）
　　龍谷大学学友会体育局端艇部
　　龍谷大学学友会学術文化局吹奏楽部
　　　【サクソフォン四重奏】　　　　　　　　　
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5
月
21
日
、
創
立
記
念
・

親
鸞
聖
人
降
誕
会
の
日
に
深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

龍
谷
大
学
校
友
会
賞
贈
呈
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
過
去
最
多
の
5

個
人（
1
ペ
ア
含
む
）、
3
団

体
に
校
友
会
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

受
賞
者
代
表
挨
拶
と
し
て

小
熊

龍
さ
ん
（
先
端
理
工

学
研
究
科
1
回
生
）か
ら
、贈

呈
式
に
参
列
さ
れ
た
方
々
へ

の
御
礼
と
共
に
、
在
学
生
の

皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

第
25
回  

校
友
会
賞
受
賞
者

課
外
活
動
な
ど
で
顕
著
な
成
績
を
上
げ
、
龍
谷
大
学
発
展
の

気
運
を
盛
り
上
げ
た
学
生
（
在
学
生
）
に
対
し
て
、
そ
の
功

績
を
称
え
、
表
彰
し
て
い
ま
す
（
学
年
は
24
年
度
）。

「
ご
縁
は
勝
手
に
や
っ
て

く
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が

行
動
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を

見
て
く
れ
た
り
、
聞
い
て
く

れ
た
り
、
広
め
て
く
れ
た
り

し
て
集
ま
る
輪
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。挑
戦
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
に
応
じ
て
共
鳴
す
る
人

が
集
ま
る
。何
か
を
成
し
遂

げ
た
い
と
思
っ
て
も
一
人
で

は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
て
様
々
な
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
は
こ

れ
か
ら
様
々
な
挑
戦
を
し
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
縁
の
輪
を
広
げ
て
自
分
の
望
む
何
か

を
成
し
遂
げ
て
い
か
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。」

～
25
年
度
は
過
去
最
多
の
6
個
人（
ペ
ア
含
む
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
団
体
が
受
賞
～

校友総会、深草新棟キャンパスツアー、
ランチ会を開催

6
月
7
日
、
深
草
キ
ャ
ン

パ
ス
の
新
棟「
灯
炬
館（
と
う

こ
か
ん
）」に
て
25
年
度
校
友

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
学
生

団
体
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
）の
協
力
の
も
と
、

灯
炬
館
を
は
じ
め
と
す
る
新

棟
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
。

参
加
さ
れ
た
卒
業
生
か
ら

は
、「
今
、学
生
だ
っ
た
ら
昼

寝
を
し
た
い
場
所
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
。」「
ど
こ
も
か
し
こ

も
き
れ
い
で
気
持
ち
が
い
い

で
す
ね
。」な
ど
と
そ
の
変
わ

り
よ
う
へ
の
驚
き
と
、
龍
谷

大
学
の
進
化
へ
の
喜
び
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
会
で
は
、「
聞
思

館
」（
も
ん
し
か
ん
）に
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
大
阪
王

将
」
で
の
お
食
事
。「
純
米
吟

醸

龍
谷
」※
な
ど
で
乾
杯

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
校
友
の
お
店
の
銘

菓
な
ど
も
ご
用
意
し
、
会
場

は
終
始
、
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
校
友
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」も
盛
況
で
、

つ
な
が
り
と
温
か
さ
を
感
じ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

※
「
純
米
吟
醸

龍
谷
」
の
ラ
ベ
ル

（
1
面
写
真
参
照
）
は
99
年
に
法
学
部

を
卒
業
さ
れ
た
書
道
家
の
武
田
双
鳳

氏
（
二
〇
一
九
年
度
龍
谷
奨
励
賞
）

に
「
古
樸
で
味
の
あ
る
書
」
の
イ
メ
ー

ジ
で
揮
毫
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
求
め
は
龍
谷

メ
ル
シ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
か
ら

氏　　名 役　　職 卒業、
修了年

卒業学部、
修了研究科 部会 「龍大時代の私」

赤松　徹眞 会　　　長 1976 文院了 二葉憲香先生ゼミで研究に、そして仏教・真宗に開
眼、方向が定まる。

小川　信正 副　会　長 1967 文 総務 龍谷大学に奉職して43年、その後も何かと大学の役
職をいただき15年。ただ感謝。

緒方　靜子 副　会　長 1974 経営 総務 軟式庭球部　春秋の関西リーグ戦で優勝昇格したい
人でした。結果は８部から２部へ！

町田　徳男 副　会　長 1980 法 事業 ゼミ委員や美術部の活動を通じ仲間や先生方との楽
園のような日々。

荒川　林太郎 副　会　長 1993 社会 広報 ボランティア活動や現場でのアルバイトが今につな
がっています。

成松　重人 総務部会長 1987 法 総務 安武ゼミと法律相談部、今を決定づける大きな４年
間。

菅谷　幸弘 事業部会長 1976 経済 事業 「我が良き友よ」と言う歌の歌詞のすべてではない
ですが、聴くたびに学生時代がよみがえります。

泉　千晶 広報部会長 1989 法 広報 野外活動部（当時は同好会）で自然と戯れておりま
した。

小濱　聖明 （常任）理事 2009 営院了 総務 レポート提出や課題発表に追われた日々が今では懐
かしい。

田中　秀雄 （常任）理事 1997 理院了 総務 できたばかりの瀬田学舎で、日々研究に明け暮れて
いました。

田中　友悟 （常任）理事 2017 政院了 事業 勉強も遊びも、思い出すのは夜の風景。あの頃は夜
が長かった。

脇田　知実 （常任）理事 2019 国際 事業 素敵な仲間に囲まれて、毎日が人生で一番楽しい日
々でした。

畑　雄一朗 （常任）理事 2019 農 事業 教科書より野菜でリュックパンパン。

神鳥　誠 理　事 1974 文院了 事業 大宮学舎本館の佇まいから歴史の変遷と重厚さを学
ばせてもらった。

畑　利和 理　事 1974 経営 事業 教科書よりギターを携えて、フォークソングに没頭
していました。

芝田　正男 理　事 1981 経営 事業 学生とバイトの両立で、積極的な生き方を見つける
事が出来ました。

松浦　顕雄 理　事 1983 文 総務 淀の下宿から始まって、深草麻雀三昧、大宮・卒論
四苦八苦、楽しい京都生活でした。

村上　孝弘 理　事 1986 法 広報 第1回洋上セミナーに参加。当時の中国の異次元さ
が新鮮でした。

松田　祥子 理　事 1990 文 広報 東村ハイツは体育館の裏にあり、シェパードが見張
る下宿でした。

前田　佳子 理　事 1993 短期 広報 短期大学部社会福祉学科に通っていました。
成宮　孝之 理　事 1993 社会 事業

渡邉　善忠 理　事 1995 法 事業 自分探しに夢中だった青春時代。未だに探していま
す！

布谷　香織 理　事 1997 文 総務 大宮学舎、東洋史谷川ゼミ、海外研修、紫朋館とマ
ンドリン♪

稲野　一美 理　事 1997 文院了 総務 通学用原付で4万㎞以上。忙しくも楽しい充実した
日々でした！

山根　拓也 理　事 1998 理院了 事業 講義とバイトと飲み会の日々でした。

佐古田　英樹 理　事 1999 文 広報 ３地下で　友達を待ちつつ　食べるササミチーズカ
ツ　いと美味し

水野　祥司 理　事 2001 経営 事業
テニスサークル「Julian」に所属。早朝テニスをし
て、授業終わってからもテニス。学生時代は、サー
クル三昧でした。

隝田　知明 理　事 2005 文 事業 仏道と相撲道、二刀流をだいぶ前から実践してまい
りました。

大島　優季 理　事 2008 国際文化 広報 中国語と中国文化に染まりました。

今堀　まゆみ 理　事 2011 経済 広報 学友会館(成就館)の学食で坦々麺を2杯お昼に食べて
いました。

高井　一実 理　事 1978 経営 事業 大学時代は、私にとって自由を持て余す時代でした。

西口　智 理　事 2013 営院了 広報 人生を転換する出会いと、日々の研鑽の重要性を知
る場でした。

佐々木　了恵 理　事 2015 政策 事業 アド☆サポで高校生と触れ合い、こび研で京都にま
みれました。

角本　知史 理　事 2015 政策 事業 学びに遊びに刺激いっぱいの毎日でした！
森　竜樹 理　事 2016 理院了 広報 昼夜問わず研究を楽しんでいました。

吉岡　毅 理　事 2016 社会 総務 ローターアクトクラブ（学外団体）に邁進する学生
でした。

松田　一朗 理　事 2018 経済 広報 情報メディアセンターでアルバイト！休日も学校に
いました。

小澤　莉那 理　事 2019 国際 広報 泉ゼミに所属し京都学について学びました！
柳口　咲季 理　事 2019 国際 広報 海外旅行が好きで、留学や 8 カ国旅行に行きました！

水嶋　悠太 理　事 2021 農院了 広報 プレ龍など農学部らしくない活動もたくさんしてい
ました。

中川　鮎実 理　事 2021 農 広報 サークルや学生広報スタッフと毎日充実した日々で
した。

樽井　博 監　事 1971 経営

中根　真 監　事 1996 社院了 「緑の監獄」、瀬田キャンパスでのんびりスクスクと
育ちました。

　　　   新理事紹介  任期 2028年3月まで　 

個
　
　
人

団

体
◆受賞の詳細は

下記ＱＲコードから
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赤
松
会
長

学
長
ご
就
任
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
約
2

か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
お
ら
れ
ま

す
か
？

安
藤
学
長

図
書
館
長
、
文
学
部
長
、
副
学
長
な
ど
、
そ
れ
な

り
に
役
職
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
学
長
に
求
め
ら
れ
る
視

点
の
位
置
や
現
場
と
の
距
離
の
取
り
方
な
ど
は
全
然
違
う
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

赤
松
会
長

学
長
は
、学
外
の
関
係
団
体
な
ど
と
大
学
を
つ
な

ぐ
役
割
も
重
要
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、学
内
で
の
こ

れ
ま
で
の
ご
経
験
を
活
か
さ
れ
て
い
か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

安
藤
学
長

本
学
が
誇
る
吹
奏
楽
部
の
よ
う
に
、
優
秀
な
指
揮

者
と
有
能
な
演
奏
者
た
ち
が
揃
う
と
、
唯
一
無
二
の
妙
な
る
音

色
を
奏
で
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、優
れ
た
演
奏
集
団
で
あ
れ
ば
、

だ
れ
が
指
揮
し
て
も
一
定
以
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
可
能
で

す
。
大
学
と
い
う
組
織
も
同
じ
で
し
ょ
う
ね
。
私
の
学
長
と
し

て
の
資
質
や
能
力
は
措
く
と
し
て
も
、
教
職
員
が
学
生
の
学
び

の
充
実
の
た
め
、
そ
し
て
大
学
の
発
展
た
め
に
誠
実
か
つ
意
欲

的
に
力
を
尽
く
し
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
本
学
は
か
け
が

え
の
な
い
存
在
感
を
発
揮
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学

長
と
し
て
、
と
き
に
教
職
員
を
先
導
し
、
と
き
に
後
押
し
し
、

と
き
に
伴
走
し
な
が
ら
、
龍
大
だ
か
ら
こ
そ
の
魅
力
と
価
値
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤
松
会
長

就
任
時
に
掲
げ
ら
れ
た
「
つ
ど
い
、
つ
な
が
り
、

つ
む
ぐ
」
大
学
の
具
体
像
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

安
藤
学
長

も
と
も
と
は
、
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校
舎
「
黎

明
館
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
考
え
た
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
平
安

時
代
に
市
場
が
あ
り
、
多
く
の
物
や
情
報
が
行
き
交
い
、
人
々

の
交
流
し
た
七
条
大
宮
の
地
に
立
つ
黎
明
館
は
、
大
学
単
体
の

施
設
で
は
な
く
付
属
平
安
と
共
用
す
る
校
舎
で
あ
り
、
地
域
に

も
開
か
れ
た
建
物
で
す
。
土
地
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
多

く
の
人
が
つ
ど
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
の
中
か
ら
、
新
た

な
価
値
と
物
語
を
つ
む
ぎ
出
す
拠
点
と
し
て
、
黎
明
館
を
構
想

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
龍
大
全
体
が
目
指
す
も
の
で
も
あ
る
と

思
い
、
学
長
就
任
に
際
し
て
こ
の
言
葉
を
掲
げ
ま
し
た
。

昨
年
度
、全
学
的
に
施
設
整
備
を
進
め
、深
草
に
も
今
春
、新

校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
新
施
設
に
共
通
す
る
特
長
は

「
ゆ
と
り
」で
す
。実
際
、
建
物
に
入
っ
て
み
る
と
、
余
裕
の
あ
る

つ
く
り
に
な
っ
て
い
て
、「
余
白
」の
存
在
を
感
じ
ま
す
。そ
の
余

白
ス
ペ
ー
ス
が
学
生
た
ち
の
つ
ど
い
の
場
と
な
り
、さ
ら
に「
糊

し
ろ
」
と
な
っ
て
学
外
者
も
含
め
た
新
た
な
関
係
を
生
み
出
し

て
い
く
、
そ
ん
な
可
能
性
に
満
ち
た「
伸
び
し
ろ
」の
空
間
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。施
設
を
は
じ
め
と
す
る
学
修
環
境
の
整
備

は
、き
っ
と
学
生
の
学
び
の
質
を
向
上
さ
せ
、社
会
課
題
の
解
決

に
向
け
た
龍
谷
大
学
だ
か
ら
こ
そ
の
共
創
的
な
取
り
組
み
を
促

し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。龍
大
に
つ
ど
う
私
た
ち
教
職
員
も
、地

域
と
の
つ
な
が
り
、過
去
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し
な
が
ら
、

地
球
規
模
の
視
点
に
立
っ
て
よ
り
よ
い
未
来
を
つ
む
ぎ
出
し
て

い
く
こ
と
の
で
き
る
学
生
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
深
草
を
森
に
す
る
」
で
す
。瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
本
物
の

「
龍
谷
の
森
」も
あ
り
ま
す
。こ
の「
森
」の
生
態
系
を
支
え
て
い

る
の
は
土
で
、
そ
の
土
を
豊
か
に
し
て
い
る
の
が
菌
類
な
ど
で

す
。菌
類
の
一
部
は
、キ
ノ
コ
と
し
て
地
上
に
姿
を
現
わ
す
も
の

の
、
真
骨
頂
は
地
中
に
広
が
る
菌
糸
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
こ
そ

あ
り
ま
す
。菌
類
の
あ
り
よ

う
は
、「
つ
ど
い
、つ
な
が
り
、

つ
む
ぐ
」大
学
の
イ
メ
ー
ジ
に

重
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

赤
松
会
長

多
様
な
居
場
所

が
あ
る
こ
と
で
、
学
生
が

キ
ャ
ン
パ
ス
に
長
く
滞
在
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
主
体
的

な
学
び
合
い
な
ど
の
よ
り
豊

か
な
経
験
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
、
学
生
た
ち
の
成
長

を
促
す
こ
と
に
も
な
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
教
員
と
の
出
会
い
も

含
め
て
、
語
り
合
い
、
学
び
合
う

場
と
し
て
の
大
学
の
意
義
は
、
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
事
に
な
り

ま
す
ね
。

安
藤
学
長

図
書
館
長
の
時
も
、

学
生
の
「
利
便
性
、
快
適
性
」
を

最
優
先
に
し
て
、
単
に
本
を
読
ん

だ
り
借
り
た
り
す
る
だ
け
で
は
な

い
、
居
心
地
の
よ
い
場
所
と
し
て
の
図
書
館
を
目
指
し
ま
し
た
。

赤
松
会
長

龍
谷
大
学
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

安
藤
学
長

予
想
以
上
の
速
さ
で
進
む
少
子
化
は
深
刻
で
す
。

特
に
大
学
に
と
っ
て
は
、
18
歳
人
口
の
急
激
な
減
少
へ
の
対
応

が
大
き
な
課
題
で
す
。
本
学
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の

在
任
期
間
は
、
18
歳
人
口
急
減
期
を
前
に
し
た
「
踊
り
場
」
の

状
態
が
続
き
ま
す
。
そ
の
間
に
、
本
学
の
さ
ら
な
る
魅
力
を
い

か
に
創
発
し
、
発
信
し
て
い
く
か
が
決
定
的
に
重
要
で
す
。
そ

の
方
向
性
は
、
す
で
に
「
龍
谷
大
学
基
本
構
想
400
」
の
第
2
期

中
期
計
画
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
今
必
要
な
の
は
、
教

職
員
一
人
ひ
と
り
が
危
機
感
を
適
切
に
認
識
し
、
問
題
意
識
を

共
有
し
な
が
ら
、
変
革
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
27
年
度
に
瀬
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
環
境
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
部
と
情
報
学
部
（
い
ず
れ
も

仮
称
）を
新
設
す
る
予
定
で
す
。両
学
部
で
は
、
本
格
的
な
文
理

融
合
に
よ
る
実
践
的
な
学
び
に
加
え
て
、
学
部
横
断
的
な
学
び

な
ど
も
展
開
す
る
中
で
、
社
会
課
題
の
解
決
と
新
た
な
価
値
創

造
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。さ
ら
に
そ
の
先
に
は
、

総
合
大
学
の
強
み
を
活
か
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
横
断
的
な
学
び
も

実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤
松
会
長

27
年
開
設
の
2
学
部
は
、
他
大
学
と
も
競
合
す
る

分
野
で
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
新
学
部
の

魅
力
と
価
値
を
周
知
、
浸
透
さ
せ
る
重
要
な
2
年
間
に

な
り
ま
す
ね
。

安
藤
学
長

新
学
部
が
展
開
す
る
グ
リ
ー
ン
と
デ
ジ
タ

ル
の
分
野
は
、国
の
政
策
と
し
て
強
化
支
援
対
象
に
な
っ

て
お
り
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
が
先
行
し
て
取
り

組
み
始
め
て
い
ま
す
。
い
か
に
個
性
を
発
揮
し
つ
つ
、

よ
り
多
く
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
か
が
知
恵
の

絞
り
ど
こ
ろ
で
す
。
350
周
年
記
念
事
業
以
来
、「
人
間
・

科
学
・
宗
教
」
と
い
う
総
合
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
き
た
本

学
が
開
設
す
る
新
学
部
で
は
、
や
は
り
建
学
の
精
神
に

基
づ
い
た
龍
大
だ
か
ら
こ
そ
の
学
び
の
経
験
に
よ
っ
て

差
別
化
を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

赤
松
会
長

28
年
に
は
、
京
都
駅
前
の
新
拠
点
と

し
て
「
共
創
Ｈ
Ｕ
Ｂ
京
都
（
仮
称
）」
も
動
き
出
す
予

定
で
す
。
ま
さ
に
、「
つ
ど
い
、
つ
な
が
り
、
つ
む
ぐ
」

大
学
の
シ
ン
ボ
ル
に
も
な
り
そ
う
で
す
ね
。

安
藤
学
長

共
創
Ｈ
Ｕ
Ｂ
京
都
に
は
、
新
学
部
も

含
め
た
瀬
田
4
学
部
の
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能
を
持
た

せ
る
ほ
か
、
交
流
型
の
学
生
寮
も
整
備
す
る
計
画

で
す
。
新
拠
点
の
整
備
に
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
と
も
連
携
し
つ
つ
、
社

会
課
題
の
解
決
の
た
め
の
産
業
創
出
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
、
人
材
輩
出
を
促
進
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
へ

と
育
て
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
ぐ
隣
に

あ
る
京
都
市
立
芸
術
大
学
と
の
関
係
も
深
め
て
い
け
る
と
、
面

白
い
こ
と
が
で
き
そ
う
な
予
感
も
し
ま
す
。
私
自
身
、
と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出
す
龍
谷

大
学
の
今
後
に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

赤
松
会
長

現
在
、
龍
谷
大
学
の
卒
業
生
は
約
22
万
5
千
人
い

ま
す
。
そ
し
て
、
毎
年
約
5
千
人
の
方
が
新
た
に
校
友
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
多
彩
多
様
な
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
た
ち

の
出
会
い
の
場
を
創
出
、
提
供
す
べ
く
、
校
友
会
で
は
地
域
支

部
の
活
性
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
職
域

支
部
の
結
成
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
24
年
度
に

は
「
経
営
者
の
会
」
と
「
龍
谷
福
祉
の
会
」
が
設
立
さ
れ
、
今

年
度
は
「
心
理
士
の
会
（
仮
称
）」
設
立
に
向
け
て
動
き
出
し
て

い
ま
す
。
農
学
部
が
設
立
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
農

学
系
の
職
域
支
部
も
検
討
中
で
す
。
こ
う
し
た
、
卒
業
後
に
も

交
流
し
学
び
合
え
る
場
は
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
安
藤
学
長
か
ら
、
校
友
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

安
藤
学
長

多
様
な
校
友
が
つ
ど
い
、
つ
な
が
り
、
つ
む
ぐ
場

と
し
て
の
校
友
会
の
存
在
と
積
極
的
な
ご
活
動
は
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
、
ま
た
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
職
域
支
部

の
設
立
も
、
地
域
や
学
部
と
い
う
括
り
と
は
異
な
る
観
点
か
ら

の
つ
が
な
り
の
創
出
を
促
し
、
ひ
い
て
は
そ
れ
が
大
学
の
未
来
を

切
り
拓
く
力
に
も
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の

す
そ
野
の
広
さ
は
大
学
の
発
展
の
基
盤
で
す
。
本
学
の
長
い
歴

史
と
誇
る
べ
き
伝
統
を
つ
む
い
で
こ
ら
れ
た
卒
業
生
の
活
躍
は
、

在
学
生
た
ち
に
と
っ
て
の
希
望
で
す
。
龍
大
と
い
う
森
は
、
豊
か

な
土
壌
た
る
校
友
の
み
な
さ
ん
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
大
学
、
い
や
、
期
待
を
超
え
る
よ

う
な
大
学
、
そ
し
て
も
う
一
度
学
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
大
学
と
な
る
べ
く
、学
長
と
し
て
の
つ
と
め
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。ひ
き
つ
づ
き
、
本
学
の
取
り
組
み
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

対
談
日
：
25
年
6
月
10
日
）

赤
松
校
友
会
長
が
第
20
代
学
長
に
聞
く

    
安
藤
新
学
長
が
掲
げ
る
「
つ
ど
い
、
つ
な
が
り
、
つ
む
ぐ
」
龍
谷
大
学
と
は
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大宮キャンパス 「つどい、つながり、つむぐ」新校舎「黎明館」を軸に
地域社会とのつながりの場を生み出す。

「黎明館」の七条通に面したエントランス付近（校舎北東
部分）には、学生や生徒だけでなく地域住民や観光客な
ど一般の方々もつどうことのできるオープンテラスカフ
ェを設置し、地域社会とのつながりの場を生み出します。
こうした「黎明館」の意義を象徴的に表現すべく、球体
が宙に浮かんだ姿が唯一無二の風景を生み出す新たな構
造体「共創の樹 ( きょうそうのき )」を造型します。

「共創の樹」を中心に多様な人々がつどい、つながりな
がら、新たな価値創造によってともによりよい未来をつ
くり、新たな歴史をつむぎ、伝えていくランドマークへ
と育てていきます。

瀬田キャンパス 「境界線をなくし、循環を生み出す」
共創と変革を先導するキャンパスへ

「Green Deck」＆「Sky Deck」
自然科学を中心に展開し、共創を実現するキ
ャンパスとして地域の特性を生かした価値創
造や社会変革を牽引する拠点で学生が所属を
超えて新たな価値を共創できる場に。
このデッキは、滋賀県産木材「びわ湖材」の
循環利用を前提とし滋賀県高島市朽木等の森
林から伐採した原木を利用して建築。
学生がフィールドワークとして森林を訪れ伐
採・加工現場を経験しました。

教育研究用一時休憩施設
「Rest Nest」

学生の教育研究活動を支えています。
インテリアは無印良品で揃えられていて、
センスのいい落ち着ける空間です。

風
を
感
じ
な
が
ら

過
ご
せ
る
心
地
よ
さ

インテリアは無印良品！
落ち着くし、研究疲れも

癒されます。

開放的でゆったり
落ち着いてすごせる
カフェが出来ました

学生は全メニュー
半額になります！
このボリュームで
半額は嬉しい！ 2、3階は自習スペースや

腰掛けて休める場所が充実！
学友とつどい語らえる

空間になりました

木が浮いてる！？
オシャレで目を引く

建物ですね！ （れいめいかん）

共創の樹



神谷 一郎さん撮影
（1990法学部卒）

「る」の森
五感を刺激し、創造的な発想や新たな出会いを創出する
場所。自然の中で過ごしているかのような誰もが自由で
快適に過ごせる空間。
「るの森」には、「みつける」「かたる」「つながる」
「はじまる」など様々な意味が込められています。

倉橋 基さん撮影
（2007年法学研究科了）

藤井 康宏さん撮影
（1993年文学部卒）

中大路佳寿さん撮影
（2013年文学部卒）

灯炬館屋上テラスからは
京都タワーも伏見稲荷大社もすぐそこに…

深草キャンパスの立地、すごっ。
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深草キャンパス 「深草を森にする」サステナビリティ実現に向けた
森のキャンパスへ

「結連橋」
深草キャンパスが空中にかかった橋で
つながりました。

旧学館は「慧光館」に
2025年4月から主に社会学部の学生さんたちが学
ぶ教室になっています。
本学学生又は本学卒業生で、起業をめざしている、
または起業して間もない方が利用できるコワーキン
グスペース「創業支援ブース」があります。

こんな建物で
学べる後輩が

うらやましい。

学生や卒業生が集え、
東から西まで眺望できる

龍大の新スポットに感動！

龍大の中に「王将」ができたと
聞いて参りました。

私たちの時代には考えられなかった
事で驚きです。

願いが叶うなら、
龍大生に戻りたいなぁ〜。

朋友館
防音練習室、工作室、部室（BOX）に加え、テラスや
ラウンジなどの交流空間を設置。屋外トレーニング室や
ランニングスロープなどもあります。
室内は、ユニバーサルデザインに基づくバリアフリー動
線やオールジェンダートイレも整備されていて、誰もが
安心して利用できる環境です。

立派すぎる
フィットネスジム！うらやましい！

（昔の卒業生）

「
走
る
イ
ベ
ン
ト
」
を

校
友
会
で
企
画
し
て
ほ
し
い
！
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今も使える
仏教用語

コラム

「聞思」
社会学部　教授
井上見淳（01 年文院了）

Ryukoku University Alumni News No.101

本
年
25
（
令
和
７
）
年
の
４

月
か
ら
社
会
学
部
は
、
89（
平

成
元
）年
以
来
、
長
く
親
し
ん

だ
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
深

草
に
素
敵
な
新
校
舎
が
３
つ

も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
名
は「
聞も

ん

思し

館か
ん

」「
灯と

う

炬こ

館か
ん

」「
慧え

光こ
う

館か
ん

」
と
言
い
ま
す
。

ず
い
ぶ
ん
難
し
げ
な
名
前
で

す
。そ
こ
で
今
回
は「
聞
思
」に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
聞
思
」と
は
、
経
典
の「
言

葉
」を
聞
い
て
理
解
す
る
こ
と

（
聞
）と
、そ
の
言
葉
に
込
め
ら

れ
た
道
理
を
自
分
事
と
し
て

受
け
止
め
て
い
く
こ
と
（
思
）

が
重
要
で
あ
る
と
、親
鸞
聖
人

が
示
さ
れ
た
言
葉
か
ら
取
ら

れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、私
が
瀬
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
事
務
処
理
を
し
て

い
た
数
年
前
の
２
月
末
の
こ

と
。寒
風
の
吹
き
わ
た
る
こ
の

時
期
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
生

は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。書
類
を

抱
え
て
い
そ
い
そ
と
歩
く
私

の
背
後
か
ら
「
見
淳
先
生
！

…
…
で
す
か
？
」と
ふ
い
に
呼

び
止
め
ら
れ
ま
し
た
。振
り
向

く
と
女
子
学
生
が
立
っ
て
い

た
の
で
す
が
、申
し
訳
な
い
こ

と
に
見
覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん
。

訊
け
ば
「
仏
教
の
思
想
」
の

受
講
生
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

本
人
い
わ
く
、大
変
ふ
ざ
け
た

受
講
態
度
だ
っ
た
の
で
覚
え

て
な
く
て
当
然
な
の
だ
と
か
。

し
か
し
私
に
会
い
た
か
っ
た

の
だ
と
言
い
ま
す
。よ
く
事
情

が
わ
か
ら
ず
話
を
聞
い
て
み

る
と
、彼
女
は
二
年
生
か
ら
ア

メ
リ
カ
に
留
学
し
た
そ
う
で

す
。し
か
し
気
後
れ
し
て
し
ま

い
、現
地
で
う
ま
く
溶
け
込
め

ず
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。時

間
だ
け
が
流
れ
て
ゆ
く
、心
の

置
き
所
の
な
い
そ
ん
な
日
々

の
な
か
、あ
る
パ
ー
テ
ィ
に
参

加
し
た
の
で
す
が
、あ
ま
り
話

す
人
も
い
ま
せ
ん
。そ
の
時

「
仏
教
の
思
想
」
で
何
気
な
く

聞
い
て
い
た「
孤
独
と
い
う
の

は
一
人
で
い
る
時
よ
り
も
大

勢
の
中
で
こ
そ
感
じ
る
ん
だ
」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
、

「
あ
あ
、ま
さ
に
今
じ
ゃ
ん
」と

思
っ
た
の
だ
と
か
。そ
し
て
親

鸞
聖
人
の
大
切
に
さ
れ
た「
摂

取
不
捨
」と
い
う
言
葉
の
説
明

で「
不
捨
と
は
、
ど
ん
な
状
況

に
な
っ
て
も
決
し
て
見
捨
て

な
い
と
い
う
仏
さ
ま
の
思
い

で
あ
り
、言
葉
を
換
え
れ
ば
い

つ
で
も
帰
っ
て
こ
い
と
い
う

こ
と
。帰
る
場
所
が
あ
る
と
い

う
の
は
有
り
難
い
こ
と
な
ん

だ
」と
話
し
て
い
た
言
葉
を
思

い
だ
し
、そ
れ
が
胸
に
あ
た
た

か
く
響
い
た
の
だ
と
か
。

彼
女
は
「
日
本
に
帰
っ
た

ら
、あ
の
時
の
先
生
に
受
講
態

度
を
謝
っ
て
、お
礼
を
言
わ
な

き
ゃ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
見
淳
先
生
、
最
後
に
会
え

ま
し
た
。私
、
こ
の
春
で
卒
業

す
る
ん
で
す
」と
の
こ
と
。「
先

生
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。握
手
し
ま
し
ょ
う
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。「
仏
教
の
思
想
」

担
当
者
と
し
て
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
出
来
事
で
し
た
。

聞
い
て
い
た
言
葉
が
、人
生

の
あ
る
時
に
あ
た
た
か
く
響

い
て
、
輝
き
始
め
る
。「
聞
思
」

と
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
言
葉

だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

紫
松
会

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
支
部
）

7
月
12
日
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
グ
ル
ー
プ
支
部
で
は
設
立

40
周
年
を
記
念
し
た
、
松
下

幸
之
助
創
業
者
ゆ
か
り
の
地

を
巡
る
「
原
点
探
訪
イ
ベ
ン

ト
」に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

門
真
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
創
業
の
歴

史
や
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
に
触

れ
た
あ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン「
ビ
ナ
リ
オ
」で

ラ
ン
チ
。そ
の
後
の
総
会
は
、

な
ん
と
バ
ス
車
内
で
実
施
！

移
動
時
間
を
有
効
活
用
し
た

新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。午
後
は
和

歌
山
へ
向
か
い
、
生
誕
の
地

や
和
歌
山
城
を
め
ぐ
り
、
夕

方
か
ら
は
海
鮮
が
美
味
し
い

「
勝
浦
」
に
て
懇
親
会
。久
々

に
顔
を
合
わ
せ
る
メ
ン
バ
ー

も
多
く
、
校
友
同
士
の
交
流

も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。創
業
者
の
原
点
に
触
れ
、

仲
間
と
語
ら
い
な
が
ら
次
の

一
歩
を
考
え
る
、
学
び
と
つ

な
が
り
の
一
日
で
し
た
。

桐
友
会

（
教
誨
師
・
篤
志
面
接
委
員
）

6
月
6
日
、
支
部
設
立
25

周
年
事
業
の
記
念
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
桐
友
会
」は
龍
谷
大
学
卒

業
生
の
Ｏ
Ｇ
、
Ｏ
Ｂ
の
篤
志

面
接
委
員
、教
誨
師
、並
び
に

顧
問
、
賛
助
会
員
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
全
国
の
矯
正
施

設
の
見
学
や
施
設
の
篤
志
面

接
委
員
、
教
誨
師
と
意
見
交

換
の
場
を
設
け
そ
れ
ぞ
れ
の

よ
り
良
き
矯
正
に
つ
い
て
学

支
部
の
周
年
事
業

ぶ
会
と
し
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。25
年
の
活
動
を
記

録
し
た
記
念
誌
も
発
刊
い
た

し
ま
し
た
。

記
念
大
会
当
日
は
全
国
か

ら
会
員
が
あ
つ
ま
り
、
社
会

福
祉
学
者
の
加
藤
博
史
先
生

の
講
演
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
で
卒
業
生
の
や
な
せ

な
な
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
も
あ
り
、

多
く
の
方
々
と
25
周
年
を
祝

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

氏
名

   

卒
年
学
部  

♥
福
島
侑
子
　
　
14

経
営

校
友
会
長
名
、学
長
名
で
祝
電
を
お
贈

り
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
以
下
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
、
挙
式
日
の

1
週
間
前
ま
で
。

第1回 仏教パズル
問題
�漢字詰めクロス問題です。仏教界の高僧が多く登場します。リストの漢字を空欄に当てはめてください。
リストに残った四字熟語が答えです。さあ、頭の体操に挑戦しましょう。

遍 善 一 リ ス ト

龍 鸞 還 回
点 空 道 宗 儀 樹 親

信 自 行 谷 曇 元
栄 法 礼 一 衣 相 最
行 澄 作 務 学 綽 親

日 本 善 三 帯
如 行 天 法
迎 導 正

リ ス ト

向 龍 水 蓮 基
脚 西 源 晴 法
大 来 善 一 然
覚 願 等 画 真

第1回 仏教パズル
問題
�漢字詰めクロス問題です。仏教界の高僧が多く登場します。リストの漢字を空欄に当てはめてください。
リストに残った四字熟語が答えです。さあ、頭の体操に挑戦しましょう。

遍 善 一 リ ス ト

龍 鸞 還 回
点 空 道 宗 儀 樹 親

信 自 行 谷 曇 元
栄 法 礼 一 衣 相 最
行 澄 作 務 学 綽 親

日 本 善 三 帯
如 行 天 法
迎 導 正

【
問
題
】
漢
字
詰
め
ク
ロ
ス
問
題
で
す
。
仏
教
界
の
高
僧
が
多
く

登
場
し
ま
す
。
下
の
リ
ス
ト
の
漢
字
を
空
欄
に
当
て
は
め
て
く
だ

さ
い
。
リ
ス
ト
に

残
っ
た
四
字
熟
語

が
答
え
で
す
。
さ

あ
、
頭
の
体
操
に

挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

【
出
題
：
小
川
信
正
】

第
1
回

仏
教
パ
ズ
ル
解
答
は

102
号
に
掲
載

答
え
が
分
か
っ
た
方
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
ハ
ガ
キ（
氏
名
、
卒

業
学
部
、
住
所
は
必
須
、
近
況
報
告
な
ど
）で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
ハ
ガ
キ
送
付
先

〒6128577

京
都
市
伏
見
区
深
草
塚
本
町
67

　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
谷
大
学
校
友
会
事
務
局

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
龍
谷
大
学
校
友
会
記
念
品
を

お
送
り
し
ま
す
。
◎
応
募
締
め
切
り
：
11
月
末
日

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

7
月
20
日
、
龍
谷
大
学
深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
顕
真
館
・
22

号
館
地
下
食
堂
に
お
き
ま
し

て
、
龍
谷
大
学
学
友
会
体
育

局
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
創
部
50
周
年
記
念
式
典
・

記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

当
日
は
第
1
期
か
ら
現
役

ま
で
お
よ
そ
250
名
が
一
堂
に

会
し
、50
周
年
の
お
祝
い
を
行

福
井
県
支
部

7
月
5
日
、
設
立
15
周
年

を
迎
え
た
福
井
支
部
の
設
立

15
周
年
記
念
総
会
＆
心
の
講

座
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

会
場
は
北
陸
新
幹
線
の
延

伸
に
伴
い
整
備
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ

福
井
駅
目
の
前
に
あ
る
商
業

施
設
ハ
ピ
リ
ン
の
3
、
4
階

に
あ
る
ハ
ピ
リ
ン
ホ
ー
ル
併

設
の
会
議
室
で
総
会
が
行
わ

れ
た
後
、
心
の
講
座
と
し
て

上
方
落
語
協
会
に
所
属
さ
れ

る
三
代
目
林
家
染
二
師
匠
に

よ
る
落
語
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。林
家
染
二
師
匠
は
85
年

法
学
部
を
卒
業
さ
れ
た
校
友

で
も
あ
り
、
24
年
度
に
龍
谷

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
の
講
座
の
会
場
で
あ
る

ハ
ピ
リ
ン
ホ
ー
ル
を
埋
め
た

150
名
余
り
の
観
客
の
皆
さ
ん

は
、
染
二
師
匠
の
巧
み
な
話

芸
に
大
い
に
笑
い
、
名
人
芸

に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
、
落
語

会
を
堪
能
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て

開
催
さ
れ
た
懇
親
会
に
は
お

隣
の
県
か
ら
参
加
さ
れ
た
石

川
県
支
部
の
皆
さ
ん
か
ら
の

い
ま
し
た
。

式
典
は
顕
真
館
に
て
挙
行

し
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
元
部
長
で
、本
学
元
学

長
、現
校
友
会
長
の
赤
松
徹
眞

先
生
を
は
じ
め
、多
く
の
方
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、22
号
館
地
下
食
堂

に
移
動
し
、パ
ー
テ
ィ
を
開
催

し
ま
し
た
。乾
杯
の
発
生
時
に

第
5
期
Ｏ
Ｂ
原
氏
よ
り
、愛
称

で
あ
る
「SEA

H
O

RSE

」
の

由
来
の
説
明
が
あ
り
、
監
督
、

幹
部
か
ら
は
今
シ
ー
ズ
ン
の

挨
拶
あ
り
、
お
楽
し
み
抽
選

会
あ
り
、写
真
撮
影
会
あ
り
、

学
歌
斉
唱
あ
り
の
楽
し
い
会

と
な
り
ま
し
た
。

決
意
表
明
、応
援
リ
ー
ダ
ー
部

よ
り
エ
ー
ル
を
受
け
、最
後
は

第
1
期
Ｏ
Ｂ
高
田
氏
よ
り
、創

部
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
っ
て

締
め
く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

50
周
年
記
念
事
業

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、久

し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
ら
れ

た
Ｏ
Ｂ
の
方
た
ち
を
中
心
に
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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仏教に学ぶ
「人生の終末　心の救い」

龍谷大学文学部教授

鍋
なべ

島
しま

  直
なお

樹
き

校友のお店

お
も
て
な
し
を
大
切
に
す
る

日
本
人
の
心
を
念
頭
に

祇園 和食割烹
「白川たむら」

田村　尚重さん
（01年文卒）

祇園 和食割烹「白川たむら」
京都市東山区新門前通大和大路東入
2丁目中之町248-6
京阪電車祇園四条駅から徒歩約 6 分
同三条駅から徒歩約 5分
TEL 075-533-8805
LUNCH12:00 〜 14:30
DINNER18：00 〜 20：00（Lo20:00）
定休日：不定休（主に日曜日定休）

ま
ず
死
と
は
何
か

実
は
漢
字
の
中
に
答
え
が
あ

り
ま
す
。死
の
左
側
の
部
首
は

骨
を
意
味
し
ま
す
。割
れ
た
お

骨
の
こ
と
で
亡
く
な
っ
た
人
を

表
し
て
い
ま
す
。右
側
の
カ
タ

カ
ナ
の
ヒ
に
見
え
る
の
は
、
拝

む
人
、
嘆
き
悲
し
む
人
の
姿
で

す
。
こ
の
よ
う
に
死
は
亡
く

な
っ
た
人
だ
け
で
成
立
し
ま
せ

ん
。死
は
暗
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。死
は
悲
し
み
と
愛
情

が
溢
れ
る
こ
と
で
す
。

往
生
と
は

龍
谷
大
学
の
建
学
の
精
神
、親

鸞
聖
人
は
人
生
の
終
末
と
心
の

救
い
に
つ
い
て「
往
生
浄
土
」と

「
還
相
回
向
」
と
教
え
て
い
ま

す
。往
生
の
往
は
往
復
往
来
で

す
。往
復
切
符
は
英
語
でR

e-
turn T

icket

。お
土
産
を
持
っ

て
戻
っ
て
く
る
。つ
ま
り
往
生

の
往
と
い
う
言
葉
の
中
に
仏
様

に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
い
う

意
味
が
あ
る
。往
生
に
は
こ
れ

か
ら
も
一
緒
と
い
う
意
味
が
あ

る
の
で
す
。

誰
し
も
あ
る
四
つ
の
苦
し
み

一
つ
目
は
身
体
的
苦
痛
。特

に
終
末
期
に
な
る
と
息
苦
し
く

体
が
だ
る
く
日
常
生
活
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。二
つ
目
は
精

神
的
苦
痛
。不
安
苛
立
ち
孤
独

な
ど
を
感
じ
ま
す
。三
つ
目
は

社
会
的
苦
痛
。仕
事
が
で
き
な

く
な
っ
た
り
学
校
に
行
け
な
く

な
っ
た
り
し
て
自
分
が
社
会
的

な
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
と

い
う
苦
し
み
で
す
。四
つ
目
に

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
苦
痛
、
生

き
る
道
が
見
い
だ
せ
な
い
苦
し

み
が
出
て
き
ま
す
。

医
師
は
身
体
的
苦
痛
を
治
せ

ま
す
が
、「
な
ぜ
こ
ん
な
目
に
遭

う
の
で
す
か
」「
死
ん
だ
ら
ど
う

な
る
の
で
す
か
」
か
と
聞
か
れ

て
も
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

支
え
る
と
寄
り
添
う
の
違
い

私
た
ち
は
心
の
支
え
を
持
っ

て
い
ま
す
。

心
の
支
え
の
一
つ
目
は「
人
」

で
周
り
の
人
た
ち
の
支
え
で

す
。二
つ
目
は「
自
分
」で
す
。過

去
・
現
在
・
未
来
の
自
分
が
自

分
を
支
え
て
い
ま
す
。三
つ
目

は「
仕
事
、
食
事
、
経
済
な
ど
大

切
な
物
事
」
で
す
。四
つ
目
は

「
仏
や
神
、
亡
き
人
の
愛
情
」で

す
。こ
れ
ら
支
え
を
大
切
に
確

認
す
る
と
生
き
て
い
け
ま
す
。

ケ
ア
の
源
泉
は
、
何
か
を
す
る

こ
と
で
は
な
く
そ
ば
に
い
る
こ

と
。食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
人

に
一
さ
じ
の
お
粥
を
持
っ
て

行
っ
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
。そ

れ
で
も
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
支

え
に
な
り
ま
す
。こ
れ
を
仏
教

で
は
月
愛
三
昧
（
ガ
ツ
ア
イ
ザ

ン
マ
イ
）と
言
い
ま
す
。英
語
で

the Sam
adhi of M

oon 
R

adiant Love.

月
が
輝
い

て
闇
夜
に
い
る
私
た
ち
を
照
ら

し
守
る
よ
う
に
黙
っ
て
そ
ば
に

い
て
く
れ
る
、
こ
れ
が
仏
様
だ

と
い
う
わ
け
で
す
。

黙
っ
て
そ
ば
に
い
る
と
い
う

事
が
心
の
支
え
に
な
る
と
い
う

事
で
す
。

「
支
え
る
」に
は
責
任
が
伴
い
ま

す
。支
え
る
た
め
に
は
専
門
知
識

や
技
術
が
必
要
で
す
。

「
寄
り
添
う
」は
違
い
ま
す
。寄

り
添
う
だ
け
で
前
に
進
む
の
で

す
。そ
ば
に
い
る
こ
と
で
、
ぬ
く

も
り
と
感
謝
が
現
れ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

私
は
大
学
で
学
生
の
皆
さ
ん

に
シ
ン
プ
ル
に
ゴ
ミ
箱
に
な
れ

と
教
え
て
い
ま
す
。ゴ
ミ
箱
は

部
屋
の
真
ん
中
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。自
分
の
足
元
か
部
屋
の
片

隅
に
あ
っ
て
、
存
在
は
主
張
し

な
い
け
れ
ど
そ
れ
が
あ
る
と
心

が
整
理
さ
れ
ま
す
。自
分
の
も

の
を
全
て
受
け
止
め
て
く
れ
る

の
が
ゴ
ミ
箱
で
す
。ゴ
ミ
箱
の

特
徴
は
逃
げ
な
い
で
待
っ
て
い

る
こ
と
。そ
れ
が
本
当
の
宗
教

者
だ
と
生
徒
た
ち
に
は
言
っ
て

覚
悟
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

死
に
直
面
し
て
い
る
人
の
希
望

と
は一

つ
目
に
は
当
た
り
前
の
日

常
が
輝
く
こ
と
で
す
。二
つ
目

に
は
自
分
の
愛
と
願
い
が
誰
か

に
継
承
さ
れ
る
こ
と
で
す
。三

つ
目
は
再
会
の
希
望
で
す
ね
。

終
わ
り
じ
ゃ
な
く
て
待
っ
て
い

る
。こ
れ
か
ら
も
一
緒
と
い
う
、

亡
く
な
っ
て
い
く
人
の
希
望
で

す
。人
は
一
人
で
生
き
て
い
る

の
で
は
な
く
他
の
誰
か
に
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。誰
か
に
愛
し

愛
さ
れ
た
と
感
じ
た
ら
寂
し
さ

が
和
ら
い
で
安
ら
ぎ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。文
学
的
に

言
う
と
、
古
い
星
と
新
し
い
星

が
時
を
越
え
て
夜
輝
く
よ
う

に
、
愛
す
る
人
は
亡
く
な
っ
た

あ
と
も
、
あ
な
た
の
心
に
輝
き

続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

2025年度「第1回龍谷大学心の講座」　2025年4月12日（土）開催より

プロフィール
1959 年、兵庫県生まれ、1986 年龍谷
大学文学研究科修了。
龍谷大学文学部真宗学科教授。
専門は、真宗学、親鸞の生死観、仏教生
命観と生命倫理。
すべての生命のかけがえなさと支えあい
を護り（まもり）、生きる力を育む人間教
育の構築を研究テーマとされている。
元日本医師会生命倫理懇談会委員で認定
臨床宗教師。

龍
谷
大
学
を
卒
業
し
て
早
や

30
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま

す
。高
校
生
当
時
の
私
は
、
京
都

の
私
立
高
校
の
野
球
部
に
所
属

し
３
年
間
全
力
で
白
球

を
追
う
よ
う
な
青
春
時

代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

他
府
県
の
様
々
な
環
境

か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
と

も
っ
と
見
聞
を
広
め
た

い
、
経
験
値
を
上
げ
た

い
と
思
い
、
龍
谷
大
学

に
入
学
。高
校
生
活
で
体
験
し

た
こ
と
の
な
い
広
大
な
キ
ャ
ン

パ
ス
と
圧
倒
的
な
学
生
数
の
多

さ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、楽
し
く

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
し

て
お
り
ま
し
た
。直
ぐ
に
友
達
も

で
き
、
大
学
生
活
の
視
野
が
広

が
っ
た
の
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

勉
学
以
外
で
は
、
高
校
ま
で

の
仲
間
、
後
輩
達
の
力
も
借
り

て
、
龍
谷
大
学
だ
け
で
な
く
他

大
学
か
ら
の
仲
間
た
ち
と
と
も

に
合
同
野
球
部
サ
ー
ク
ル
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
週
末
に
は
必
ず

集
ま
っ
て
練
習
試
合
を
楽
し
み

ま
し
た
。日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
、

ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
主
催
の
全
国

大
学
サ
ー
ク
ル
軟
式
野
球
大

会
、
関
西
大
会
に
出
場
し
ベ
ス

ト
8
ま
で
勝
ち
上
が
る
事
が
で

き
、
仲
間
達
と
歓
喜
を
共
に
し

た
の
も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

龍
谷
大
学
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
通
じ
て
、
人
と
人
と

の
縁
と
繋
が
り
、交
流
、出
会
い

を
特
に
大
切
に
噛
み
締
め
て
お

り
ま
し
た
。一
生
の
財
産
と
な
っ

た
友
人
た
ち
と
は
今
で
も
連
絡

を
取
り
合
い
、
時
に
は
酒
を
交

わ
し
な
が
ら
昔
話
に
華
を
咲
か

せ
、
生
涯
の
友
に
出
会
え
た
喜

び
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
現
在
、
割
烹
料
理
の
料

理
人
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。大
学
を
卒
業
し
て
間

も
な
く
、
就
職
活
動
の
ご
縁
か

ら
、
寮
生
活
の
あ
る
地
元
京
都

に
て
料
理
修
行
と
い
う
道
を
選

び
ま
し
た
。元
来
、物
を
作
る
事

や
人
を
楽
し
ま
せ
る
事
が
好
き

な
性
格
で
あ
っ
た
為
で
す
。就

職
し
て
初
年
度
か
ら
３
年
位
は

本
当
に
必
死
で
、
目
の
回
る
様

な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。い

き
な
り
包
丁
な
ど
持
た
せ
て
も

ら
え
る
訳
も
な
く
、
ホ
ウ
キ
と

塵
取
り
、
そ
し
て
雑
巾
を
持
っ

て
職
場
を
衛
生
的
に
保
つ
為
の

レ
ク
チ
ャ
ー
か
ら
仕
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。野
菜
や
お
花
の
扱

い
方
、器
の
扱
い
、包
丁
、鍋
の

磨
き
方
…
お
料
理
に
携
わ
る
ま

で
の
年
を
要
す
る
修
行
の
日
々

が
始
ま
り
ま
し
た
。挨
拶
、
返

事
、
先
輩
後
輩
達
と
の
協
調
性

の
み
な
ら
ず
茶
道
、
華
道
な
ど

に
通
ず
る
精
神
論
な
ど
、
様
々

な
事
柄
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

現
在
は〝
お
も
て
な
し
〟を
大

切
に
す
る
日
本
人
の
心
を
念
頭

に
置
き
つ
つ
、日
本
各
地
、世
界

各
国
か
ら
の
お
客
様
へ
、
京
料

理
を
丹
精
こ
め
て
作
り
上
げ
発

信
す
る
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。四
季
、お
祝
い
、

仏
事
、
節
句
等
に
合
わ
せ
た
京

料
理
の
ご
用
意
、
人
と
人
が
繋

が
る
大
切
な
場
所
の
ご
提
供
、

そ
し
て
お
料
理
に
対
し
て
少
し

で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
日
々
努
力
を
惜
し
ま

ず
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。是
非

と
も
龍
谷
大
学
に
ご
縁
の
あ
る

方
々
の
懐
か
し
い
お
話
を
お
聞

か
せ
願
い
た
く
、
ご
来
店
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

メモリアルサイトに卒業生のメッセージ募集中！
短期大学部卒業生、専攻科修了生の方は、

ぜひお寄せください。
24年度入学生を最後に短期大学部は学生募集を停止し、在学
生がいなくなれば 70有余年の歴史を閉じることになります。
これまでの歴史や各種証明書申込方法等の卒業生向け情報を
掲載するメモリアルサイトを準備中です。サイトに卒業生・修
了生からのメッセージを掲載予定です。
右記のＱＲコードから在学中の思い出などの
メッセージをぜひお寄せください。
◆メッセージ受付期間 25年12月26日（金）まで

校
友
会
広
報
部
会
は
、「
大

胆
な
広
報
戦
略
と
、
伝
統
を

守
る
広
報
」と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
き
、校
友
会
の
様
々

な
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
努
め
て
お
り
ま
す
。Ｓ
Ｎ

Ｓ
全
盛
の
時
世
を
踏
ま
え
た

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
に
よ
る
発

信
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

『
龍
谷
大
学
校
友
会
報
』
に
よ

る
伝
統
的
な
広
報
展
開
も
継

続
し
て
参
り
ま
す
。本
号
か

ら
、誌
面
を
９
段
か
ら
８
段
と

し
、
出
来
る
限
り「
文
字
を
読

み
や
す
く
、
写
真
を
大
き
く
」

す
る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。

今
後
も
本
誌
に
親
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
広
報
部
会

村
上
孝
弘
）




